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婚
の
夢
や
挙
式
の
魅
力
を

伝
え
、
自
分
た
ち
若
い
力

で
地
元
の
よ
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
ふ
る
さ
と
を
活
気
づ
け

た
い
」
と
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
同
士
の
親

睦
を
深
め
て
い
こ
う
と
海

の
日
の
７
月
16
日
に
は
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

新
旧
の
成
人
式
実
行
委
員

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学
部
起
工
式

　

吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
地
域
創
成
農
学
部
の

来
春
開
校
を
目
指
し
、
県
立
志
知

高
等
学
校
跡
で
７
月
14
日
、
同
高

等
学
校
の
校
舎
改
装
、
新
設
工
事

の
安
全
を
祈
っ
て
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
起
工
式
に
は
大
学
や

自
治
体
関
係
者
の
ほ
か
、
地
元
住

民
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
か
れ
た
記
者
会
見

で
、
吉
備
国
際
大
学
を
運
営
す
る

学
校
法
人
順
正
学
園
の
加か

計け

美
也

子
理
事
長
は
「
南
あ
わ
じ
市
は
玉

ね
ぎ
や
レ
タ
ス
の
ほ
か
、
酪
農
も

盛
ん
な
地
域
で
、
大
学
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
だ
と
思
う
。『
学
生
一

人
ひ
と
り
の
も
つ
能
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
引
き
伸
ば
し
、
社
会

に
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
』
の

建
学
の
理
念
の
も
と
地
域
創
成
農

学
部
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
中
田
市
長
は
「
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
高
齢
化
が
進

み
、
自
慢
の
数
々
の
産
品
も
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
の
助
け
も

あ
り
、
吉
備
国
際
大
学
に
来
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
同
大
学
か

ら
地
域
、
日
本
の
農
業
を
活
性
化

し
、
世
界
に
太
刀
打
ち
で
き
る
よ

う
な
人
材
が
育
っ
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

工
事
は
来
年
２
月
に
完
了
し
て

春
か
ら
学
生
を
迎
え
、
吉
備
国
際

大
学
地
域
創
成
農
学
部
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

若
者
に
よ
る
魅
力
発
信
と
交
流

　

若
者
た
ち
が
、
自
ら
結
婚
の
魅

力
や
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ
の
良
さ

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
若
者
同

士
の
交
流
と
絆
を
深
め
て
い
こ
う

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
で
６
月
24
日
に
開
催

さ
れ
た
「
淡
路
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
島
内
の
ホ

テ
ル
や
美
容
室
な
ど
ブ
ラ
イ
ダ
ル

関
連
企
業
を
含
む
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
、模
擬
人
前
式
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
で
は
、
成
人
式
の
歴
代

実
行
委
員
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
」

も
シ
ョ
ー
の
モ
デ
ル
と
し
て
参
加
。

可
憐
な
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
や

振
り
袖
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
ら
は
「
ふ
る
さ
と
で
の
結

ぬ
し
ま
鯵
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
で
７
月
15
日
、
沼
島

近
海
で
獲
れ
る
「
ぬ
し
ま
鯵
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ぬ
し

ま
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元
の
漁
師

ぬ
し
ま
フ
ェ
ア

▲奥州秀衡有鬠壻　鞍馬山の段の一場面

　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学

部
の
来
春
開
校
に
向
け
て
三
原
公

民
館
で
７
月
14
日
、
市
民
向
け
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
同
学
部
と
地
域
が
い

か
に
連
携
を
図
り
、
農
業
振
興
と

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
か
と
い

う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
、
市
民
ら
約

４
５
０
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
半
部
で
は
、

内
藤
正
明
先
生
（
京
都
大
学
名
誉

教
授
）
が
「
地
域
創
成
農
学
部
は
何

を
目
指
す
の
か
」
と
題
し
て
戦
後

の
時
代
背
景
か
ら
日
本
の
農
業
に

お
け
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、

地
域
創
成
農
学
の
意
義
が
「
地
域
の

農
業
再
生
」と「
地
域
社
会
の
創
成
」

に
あ
る
こ
と
、
新
設
さ
れ
る
同
大

▲記者会見で抱負を話す中田市長と学校法人順正学園 
　加計美也子理事長（右）

市政ひろば

学
で
は
淡
路
島
が
全
国
に
地
域
創

成
・
再
生
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
る

こ
と
を
目
指
す
と
い
っ
た
話
題
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
加

古
敏
之
先
生
（
神
戸
大
学
名
誉
教

授
）
は
２
０
０
７
年
に
神
戸
大
学
農

学
部
が
篠
山
市
と
連
携
協
定
を
結

び
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
経
験
を

踏
ま
え
た
上
で
、
大
学
の
専
門
教
育

（
理
論
）
と
現
場
で
の
実
践
と
を
統

合
し
、
理
論
と
実
践
を
反
復
す
る

こ
と
で
教
育
の
質
を
高
め
る
コ
ー
プ

教
育
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
話

し
ま
し
た
。
記
念
講
演
に
迎
え
た

橋
本
卓
爾
先
生
（
和
歌
山
大
学
名

誉
教
授
）
は
、
和
歌
山
県
で
の
成

功
事
例
を
紹
介
し
、
成
功
に
は
い

く
つ
か
の
原
則
が
あ
り
、
そ
の
中
で

も
「
地
域
と
大
学
が
自
立
・
対
等
・

互
恵
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
大
切
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
部
で
は

パ
ネ
ル
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

篠
山
市
で
神
戸
大
学
農
学
部
生
の

受
け
入
れ
を
行
う
「
み
た
け
の
里

づ
く
り
協
議
会
事
務
局
」
の
北

山
定
夫
さ
ん
は
「
授
業
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
」
と

話
し
、
前
半
部
の
和
歌
山
県
の
事

例
と
な
っ
た
㈱
秋
津
野
ガ
ル
デ
ン

の
原
和
夫
さ
ん
も
「
地
域
の
課
題

を
考
え
る
上
で
大
学
の
存
在
は
大

き
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
市
内
在
住
の
兵
庫
県
女

性
農
業
士
の
清
川
と
し
子
さ
ん

は
「
新
た
に
で
き
る
同
学
部
が
年

齢
性
別
を
問
わ
ず
学
び
た
い
人
が

誰
で
も
学
べ
る
場
所
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
話
し
、
若
く

し
て
農
業
経
営
を
行
う
ハ
ッ
ス
ル

フ
ァ
ー
ム
前
会
長
の
伊
吹
智
則
さ

ん
も
「
自
ら
の
経
験
の
中
で
理
論

と
実
践
が
違
う
こ
と
を
学
ん
だ
の

で
、
学
生
に
も
理
論
と
同
時
に
実

践
も
経
験
し
て
欲
し
い
。
ま
た
人

手
不
足
の
農
家
に
学
生
が
入
る
こ

と
で
お
互
い
に
良
い
刺
激
に
な
る

と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

淡
路
人
形
座
新
館　
今
月
８
日
オ
ー
プ
ン
！

が
「
ぬ
し
ま
鯵
」
を
焼
き
物

や
、
フ
ラ
イ
、
刺
身
に
調
理

し
て
訪
れ
た
人
た
ち
に
振
る

舞
っ
た
ほ
か
、
販
売
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

「
ぬ
し
ま
鯵
」
は
、
背
中

が
黄
色
み
が
か
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
、
身
に
脂
が
乗
っ

て
お
り
、
ま
た
一
本
釣
り
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
鯵
の
体
に
傷
が
つ

か
ず
、
東
京
な
ど
で
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
家
族
連
れ
を
始
め
と
し

て
、
島
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

地
域
創
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
大
学
と
の
連
携
』

農
業
で
未
来
を
創
る

▲振舞われたぬしま鯵を食べる家族連れ

▲鯵を焼く漁師

▲吉備国際大学南あわじ志知キャンパス完成予想図

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
常
設
館

「
淡
路
人
形
座
」
が
福
良
港
に
今

月
８
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
８
日
は
公
演
ご
と
に

抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
館　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
休
館
予
定
）、

年
末
（
12
月
17
日
〜
31
日
）

※
出
張
公
演
等
で
臨
時
休
館
有

▽
公
演　

１
日
５
回

▽
料
金　

大
人
１
５
０
０
円
、
中
高

生
１
３
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
０

円
、
３
歳
以
上
３
０
０
円

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
市
民
講
座

　

オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
、８
月
５

日
に
市
民
講
座（
無
料
）を
開
催
。

▽
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

淡
路
人
形
座

▽
講
演　
「
源
平
合
戦
物
浄
瑠
璃

と
淡
路
人
形
座
」

▽
講
師　

久
堀
裕
朗
氏

▽
公
演　
「
奥
州
秀
衡
有
鬠
壻 

鞍

馬
山
の
段
」、「
鬼
一
法
眼
三
略

巻 

五
条
橋
の
段
」

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

や
Ｏ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
25
人
が
集
ま

り
カ
ヌ
ー
レ
ー
ス
な
ど
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
の
引
継
会
も

行
わ
れ
「
来
年
１
月
の
成
人
式
を

自
分
た
ち
の
手
で
心
に
残
る
も
の

に
し
よ
う
」
と
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

▲モデルとして参加したフロンティアーズのメンバー

▲マリンスポーツで交流を深める成人式の新旧実行
　委員やOBのメンバー

▲市内の農業の未来に耳を傾ける市民

▲パネル討議参加者（上段左から：加古敏之先生、内藤
　正明先生、橋本卓爾先生。下段左から：北山定夫さん、  
　原和夫さん、清川とし子さん、伊吹智則さん




